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総
合
計
画
と
基
本
計
画

　
　

総
合
計
画
は
、
ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
示
す
計
画
で
、
10
か
年
を

計
画
期
間
と
す
る「
基
本
構
想
」と
、
前
期
・

後
期
の
各
５
か
年
を
期
間
と
す
る「
基
本
計

画
」で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

策
定
の
背
景

　
　

後
期
基
本
計
画
は
、
総
合
計
画
と
と
も
に

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
前
期
基
本
計
画
が

今
年
度
で
期
間
終
了
と
な
る
こ
と
を
受
け

て
、
次
の
５
か
年（
平
成
23
年
度
～
平
成
27

年
度
）の
指
針
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
前
期
基
本
計
画
の

成
果
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
社
会
の
流
れ

や
施
策
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
を
総

合
的
に
分
析
。
市
民
の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体

な
ど
と
の
意
見
交
換
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
も
と
に
、

市
民
有
識
者
で
構
成
す
る
総
合
計
画
審
議
会

で
審
議
を
行
い
、
内
容
を
定
め
ま
し
た
。

後
期
基
本
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

1
基
本
構
想
の
実
現
に
向
け
た
政
策
体
系

　
　

総
合
計
画
で
市
が
定
め
る
ま
ち
の
将
来
像 

「
人
も
自
然
も
美
し
く 

活
力
あ
ふ
れ
る 

日
本
一
健
康
文
化
都
市
」
の
実
現
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
、
６

つ
の
政
策
と
29
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
各
種

政
策
を
進
め
ま
す
。

2
社
会
潮
流
の
変
化
に
対
応

　
　

現
代
社
会
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
後
期
基
本
計
画
で
は
、
10
年
20
年
先
の

社
会
の
流
れ
を
予
測
。
ど
の
よ
う
な
社
会
を

目
指
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
留
意

袋
井
市
総
合
計
画

　「
後
期
基
本
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た

「
ま
ち
の
将
来
像
」を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
段
と
目
標

　

総
合
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ

た
り
、平
成
22
年
６
月
24
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

の
期
間
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る
ご
意
見

を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
主
な
ご
意
見
と
、
市
の
考
え
方

を
紹
介
し
ま
す
。

■
交
通
難
民
へ
の
支
援

交
通
難
民
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
化
の

進
行
を
見
越
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
自
主
運
行
バ
ス
）
の
便
数
を
今
以
上
に
増

や
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
を
求
め
る
。

高
齢
化
社
会
や
人
口
減
少
化
社
会
を
見

据
え
、
公
共
交
通
機
関
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
最
適
化
事
業
な
ど
を
進
め
る
中
で
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
の
検
討
と

施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
知
的
障
が
い
者
の
生
活
・
就
労
支
援

親
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
が
安
全
で
安
心
し
て
一
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ケ
ア

ホ
ー
ム
や
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
生

活
支
援
も
行
え
る
施
設
の
設
置
を
は
じ
め
と
し

た
福
祉
の
場
が
で
き
た
ら
よ
い
と
考
え
る
。

障
が
い
者
支
援
に
向
け
た
施
設
整
備

は
、
財
政
的
制
約
も
あ
る
こ
と
か
ら
明

示
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
育
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

➡
政
策
１
・
取
り
組
み
４
の「
障
が
い
者
の
自
立
支
援
」、

政
策
４
・
取
り
組
み
１
の「
子
育
て
環
境
の
充
実
」の

「
現
状
と
課
題
」へ
問
題
認
識
を
記
載
し
ま
し
た
。

■
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
と
施
策
展
開

市
の
一
部
で
は
、
光
通
信
網
な
ど
の
情

報
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
環
境
が
脆
弱
で
あ

る
。
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
取
り
組
み

「
多
様
な
放
送
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
」
が

実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
全
体
が
、
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
。

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
重
要
か
つ

可
能
性
に
富
ん
だ
分
野
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
、
事
業
者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を

行
い
、
環
境
整
備
の
促
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

➡
政
策
３
・
取
り
組
み
６
の「
快
適
な
都
市
空
間
の
創

出
」の「
現
状
と
課
題
」、
取
り
組
み
の
基
本
方

針
」で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
」を
追

加
し
、
市
の
基
本
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

す
市
総
合
計
画「
後
期
基
本
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
替
わ
り
、新
た
に
定
め
る「
６
つ
の
政
策
」と

「
29
の
取
り
組
み
」、そ
れ
ら
を
横
断
的
・
効
果
的

に
進
め
る
た
め
の「
５
つ
の
行
政
経
営
方
針
」に

よ
り
、ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
企
画
係　

☎
４
４

−

３
１
０
５

市民と行政のパートナーシップの推進
　市民と行政がそれぞれの役割を分担し、責任を担い合う
ことにより、「自らの地域は自らがつくる」満足度の高いパー
トナーシップのまちづくりを推進します。

農を活かしたまちづくりの推進
　産学官の連携による新たな特産品の開発や新規事業化など
産業の振興を図ることはもとより、農との関わりによる健康
増進や福祉、教育、コミュニティの充実など様々な分野にお
いて、市民生活の質を高める取り組みを進めます。

広域連携の推進
　医療や消防の分野に加え、広域の地域資源を共有するこ
とで大きな成果が得られる環境、観光、産業のなどの分野
において広域連携を進めます。

経営力の向上
　行政の専門性を高め、真に市民が必要とする政策を、効
率的に実施する経営力を高めます。

共に生きる社会の推進
　様々な機会をとらえ、多様な個人がそれぞれの個性や能
力を発揮できる社会、お互いを尊重し助け合う暮らしやす
い社会の実現を目指します。

行政経営方針

市
の

考
え

意
見

概
要

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の

ご
意
見
と
市
の
考
え

意
見

概
要
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総
合
計
画
「
後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ

た
り
、平
成
22
年
６
月
24
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

の
期
間
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る
ご
意
見

を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
主
な
ご
意
見
と
、
市
の
考
え
方

を
紹
介
し
ま
す
。

■
交
通
難
民
へ
の
支
援

交
通
難
民
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
化
の

進
行
を
見
越
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
自
主
運
行
バ
ス
）
の
便
数
を
今
以
上
に
増

や
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
を
求
め
る
。

高
齢
化
社
会
や
人
口
減
少
化
社
会
を
見

据
え
、
公
共
交
通
機
関
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
最
適
化
事
業
な
ど
を
進
め
る
中
で
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
の
検
討
と

施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
知
的
障
が
い
者
の
生
活
・
就
労
支
援

親
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
が
安
全
で
安
心
し
て
一
生

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
ケ
ア

ホ
ー
ム
や
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
生

活
支
援
も
行
え
る
施
設
の
設
置
を
は
じ
め
と
し

た
福
祉
の
場
が
で
き
た
ら
よ
い
と
考
え
る
。

障
が
い
者
支
援
に
向
け
た
施
設
整
備

は
、
財
政
的
制
約
も
あ
る
こ
と
か
ら
明

示
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

を
育
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

➡
政
策
１
・
取
り
組
み
４
の「
障
が
い
者
の
自
立
支
援
」、

政
策
４
・
取
り
組
み
１
の「
子
育
て
環
境
の
充
実
」の

「
現
状
と
課
題
」へ
問
題
認
識
を
記
載
し
ま
し
た
。

■
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
と
施
策
展
開

市
の
一
部
で
は
、
光
通
信
網
な
ど
の
情

報
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
環
境
が
脆
弱
で
あ

る
。
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
取
り
組
み

「
多
様
な
放
送
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
」
が

実
現
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
全
体
が
、
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
。

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
重
要
か
つ

可
能
性
に
富
ん
だ
分
野
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
、
事
業
者
な
ど
へ
の
働
き
か
け
を

行
い
、
環
境
整
備
の
促
進
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

➡
政
策
３
・
取
り
組
み
６
の「
快
適
な
都
市
空
間
の
創

出
」の「
現
状
と
課
題
」、
取
り
組
み
の
基
本
方

針
」で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
」を
追

加
し
、
市
の
基
本
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

まちの
将来像

まちづくりの
基本目標

人
も
自
然
も
美
し
く
　
活
力
あ
ふ
れ
る
　
日
本
一
健
康
文
化
都
市

基本構想（平成18年度～27年度） 後期基本計画（平成23年度～27年度）

■総合計画体系図

市民と行政の
パートナーシップ

の推進
【市民力の向上】

農を活かした
まちづくりの推進
【農資源の最大活用】

広域連携の推進
【活動規模の拡大】

経営力の向上
【地域主権の進展】

共に生きる
社会の推進

【健康文化都市の基盤】

市
の

考
え

意
見

概
要

市
の

考
え

　

袋
井
市
総
合
計
画
「
後
期
基
本
計

画
」
は
、
市
役
所
２
階
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

://w
w

w
.city.fukuro

i.
shizuo

ka.jp/

）
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

未来を拓く
心ゆたかな人と

活力ある産業が支える
にぎわいのまち

【人づくり、産業づくり】

ともに支え合い
力を合わせて地域の
発展につくすまち
【市民の力・地域の力】

みんなが健康で
安心して暮らせる
住みよいまち

【安全・安心、快適】

し
て
い
く
か
を
、「
①
少
子
化
・
高
齢
化
の

進
行
と
人
口
減
少
社
会
の
到
来
」「
②
経
済
・

雇
用
状
況
の
変
化
」「
③
地
方
分
権
の
さ
ら

な
る
進
展
」「
④
環
境
保
全
と
安
心
へ
の
関

心
の
高
ま
り
」「
⑤
高
度
情
報
社
会
の
到
来
」

「
⑥
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
」「
⑦
市
民

参
画
意
識
の
高
ま
り
」
の
７
つ
の
項
目
で
検

討
し
て
い
ま
す
。

3
施
策
ニ
ー
ズ
の
調
査
結
果
を
反
映

　
　

市
の
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
満

足
度
や
重
要
度
を
調
べ
る
施
策
ニ
ー
ズ
調
査
を

昨
年
12
月
に
実
施
。
前
回（
平
成
17
年
度
）の
同

調
査
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
の
変
化
を

分
析
し
、
計
画
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

4
行
政
経
営
方
針
を
設
定

　
　

今
後
の
自
治
体
経
営
に
求
め
ら
れ
る
「
地

域
主
体
の
取
り
組
み
」
を
推
進
し
、
地
域
が

活
性
化
す
る
た
め
の
条
件
整
備
や
仕
組
み
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
く
た
め
、
政
策
と
取
り

組
み
を
横
断
的
に
つ
な
ぐ
、
５
つ
の
「
行
政

経
営
方
針
」
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
　

中
で
も
「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
推
進
」
と
「
農
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
は
、
今
後
の
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
概
念
で
す
。

◉
詳
し
く
は
、
総
合
計
画「
後
期
基
本
計
画
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

政策1 みんなでつくる健康なまちづくり

取り組み
1.健康づくりの推進
2.地域医療の充実
3.健康長寿の推進

4.障がい者の自立支援
5.共生社会の確立
6.市民スポーツの充実

政策2 みんなで支える安全・安心なまちづくり

取り組み
1.地震対策の推進
2.治水・治山対策の推進
3.地域防犯の推進

4.交通安全の推進
5.消防・救急体制の強化

政策6 ともに支え合う地域づくり
取り組み 1.市民活動の支援 2.地域コミュニティの充実支援

政策3 みんなで取り組む快適なまちづくり

取り組み

1.循環型社会の形成
2.快適な衛生環境の確保
3.川と海の水質改善
4.浅羽海岸地域の保全

5.憩いの空間の創出
6.快適な都市空間の創出
7.交通基盤の充実
8.安全な水の安定供給

政策4 未来を拓く人づくり

取り組み 1.子育て環境の充実
2.心ゆたかな若者の育成

3.芸術・文化・生涯学習の
推進

政策5 活力ある産業づくり

取り組み
1.ゆたかな農業の振興
2.魅力ある商業の振興
3.活力ある工業の振興

4.にぎわいある観光の振
興

5.就労の支援


